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３月
定定例会例会

　

平
成
26
年
３
月
定
例
会
は
、
３
月
４
日
か
ら
20
日
ま
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
予
算
、
条
例
改
正
な
ど
審
議
し
、
市
か
ら
の
議
案

は
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
請
願
に
つ
い
て
は
１

件
を
採
択
、
１
件
を
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
か
ら
出
さ
れ
た
正
副
議
長
不
信
任
動
議
を
否
決

し
、
懲
罰
動
議
を
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。
市
政
に
関
す
る
一
般

質
問
は
９
人
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

平成２６年度予算総額

282282億億66千万円千万円

一般会計一般会計

194194億円億円
　平成２６年度の一般会計予算は前年度比で約

41億円減ですが、災害復旧関連と復興交付金事

業を除く、通常予算規模は111億5千万円で、前

年度比約６千万増となっています。

特別会計・事業会計 金　額 前年度比

国民健康保険特別会計 ４０億１,１０２万円（ 3.3%増）

下水道事業特別会計 １６億２,７０２万円（13.8%増）

農業集落排水事業特別会計 ５,６７３万円（ 2.8％増）

介護保険特別会計 １９億５,９４９万円（ 4.8％増）

後期高齢者医療特別会計 ２億３,１４４万円（ 5.2％増）

水道事業会計 ９億５,０７１万円（ 4.2％減）

一般会計歳入内訳 全体の割合 一般会計歳出内訳 全体の割合

１５．３％

０．９％    

１．７％

２７．９％

１．２％

０．９％

６．５％

４．０％

３４．６％

１．０％

４．６％

１．４％

市　税

地方譲与税

地方消費税交付金

地方交付税

分担金・負担金

使用料・手数料

国庫支出金

県支出金

繰入金

繰越金

市　債

その他

総務費

民生費

衛生費

農林水産費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

議会費

災害復旧費

予備費

29億7,038万円

1億7,765万円

3億2,989万円

54億1,060万円

2億2,895万円

1億7,594万円

12億6,380万円

7億7,371万円

67億1,230万円

　2億円

8億8,557万円

　2億7,071万円

11億  928万円

37億4,799万円

12億2,927万円

2億9,657万円

1億9,363万円

96億1,244万円

5億1,036万円

11億4,521万円

13億5,760万円

1億4,375万円

4,890万円

500万円

５．７％

１９．３％

６．４％

１．５％

１．０％

４９．５％

２．６％

５．９％

７．０％

０．８％

０．３％

０．０％
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平成平成２６２６年度の年度の主主な事業な事業

 ■教　育

・「健康都市宣言」「メタボ対策健康事業」

・ウォーキングの普及・健康フェスタ開催

・不妊治療に対する助成制度の導入

・中学生までの医療費無料化

・高齢者生きがいづくり事業の充実

・小中学校施設整備事業

・外国語指導助手配置事業

・いじめ対策・不登校対策強化

・茨城国体に向けたボート競技の普及

・中央公民館等の耐震診断

・日の出地区幹線道路液状化対策事業　

・日の出地区街路液状化対策事業

・各地区市道路線の整備

・前川運動公園整備事業

・潮音橋・富士見橋修繕工事

・洲崎・須賀地区下水道管路布設工事

・十四番地区飲料水兼用耐震性貯水槽の整備

・クリーンセンター修繕工事

・防災訓練、防災知識の普及・啓発活動

・田の森浄水場機械機器修繕工事

・防犯灯ＬＥＤ化の推進

・担い手農家育成・農地の集積

・「潮来あやめちゃん」・「一番星」ＰＲ販売促進

・あやめまつりの充実・あやめ品質向上

・潮来インター周辺企業誘致の継続

 

 ■保健・医療・福祉

 ■土地利用・基盤整備

 ■産業振興

 ■生活環境政策
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３月定例会の主な議案３月定例会の主な議案

◎消費税の引き上げに伴う、市内施設料金等の改定を行うための条例改正◎消費税の引き上げに伴う、市内施設料金等の改定を行うための条例改正

　○潮来市立潮来ヘルスランドさくらの設置及び管理に関する条例の一部改正

　○潮来市立潮来ヘルスランドさくらコート等設置及び管理に関する条例の一部改正

　○潮来市立潮来衛生センターの設置及び管理に関する条例の一部改正

　○潮来市立公営墓地の設置及び管理に関する条例の一部改正

　○潮来市農村環境改善センター設置及び管理に関する条例の一部改正

　○潮来市農村高齢者センター設置及び管理に関する条例の一部改正

　○潮来市道路占用料徴収条例の一部改正

　○道の駅いたこの設置及び管理に関する条例の一部改正

　○潮来市都市公園条例の一部改正

　○潮来市立図書館の設置及び管理に関する条例の一部改正

　○潮来市日の出運動広場の設置及び管理に関する条例の一部改正

　○潮来市立ボートセンター設置条例の一部改正

　○潮来市立公民館の設置及び管理等に関する条例の一部改正

　○潮来市立市民プールの設置及び管理に関する条例の一部改正

　○潮来市立水郷まちかどギャラリーの設置及び管理に関する条例の一部改正

 潮来市監査委員の選任ならびに潮来市公平委員会委員 潮来市監査委員の選任ならびに潮来市公平委員会委員

　○潮来市監査委員（議会選出監査委員）

　　・内田　正一（須賀）

　○潮来市公平委員会委員

　　・吉川　利一（永山）　・諸星　嘉津雄（下田）　・豊野　行夫（上戸）

 請願の審査結果 請願の審査結果

◎労働者保護ルール改悪反対を求める意見書の提出を求める請願

・提 出 者　日本労働組合総連合茨城県連合会長　和田浩美ほか　・紹介議員　笠間丈夫

・内　　容　 現在労働者保護の後退を招く恐れのある行改正等が議論されており、労働者保

護のルール改悪に反対するための意見書を国の関係行政庁へ提出するよう求

める請願

・審査結果　採　択

◎ 台風26号に伴う浸水被害への補償並びに前川沿岸における浸水被害の防止対策等
についての請願

・提 出 者　潮来市区長会長　根本健助　　・紹介議員　沼里真一郎　今泉利拓　原　浩道

・内　　容　 昨年の台風26号による前川沿岸の被害者に対する損失補償を国へ要請するこ

と、前川沿岸の浸水被害防止のための対策を河川管理者へ要請すること、前

川改修事業の早期完成を茨城県に要請すること。

・審査結果　継続審査
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常任委員の選任を行ってから議事を進めるよう求める動議　 提出者　薄井征記議員常任委員の選任を行ってから議事を進めるよう求める動議　 提出者　薄井征記議員

提案理由　常任委員の選任が適正に行われていないため提案理由　常任委員の選任が適正に行われていないため

○反対討論（小沼議員・後藤議員・内田議員・田崎議員）○反対討論（小沼議員・後藤議員・内田議員・田崎議員）

・条例に基づき正当に常任委員を選任している。・条例に基づき正当に常任委員を選任している。

・話合いでは結論が出ないため議長権限で委員を指名した。・話合いでは結論が出ないため議長権限で委員を指名した。

・2月の臨時議会においてすでに選任議決されている。・2月の臨時議会においてすでに選任議決されている。

○賛成討論（原議員・沼里議員・笠間議員・大平議員）○賛成討論（原議員・沼里議員・笠間議員・大平議員）

・常任委員の選任は公正に行われていない。・常任委員の選任は公正に行われていない。

・議長は反対多数を無視して総務委員を指名した。・議長は反対多数を無視して総務委員を指名した。

・委員選任の理由について議長は一切答えていない。・委員選任の理由について議長は一切答えていない。

議長に対する不信任動議　 提出者　今泉利拓議員議長に対する不信任動議　 提出者　今泉利拓議員

提案理由　委員の指名を、反対を無視して強引に行ったため。提案理由　委員の指名を、反対を無視して強引に行ったため。

○反対討論（小沼議員・後藤議員）　○反対討論（小沼議員・後藤議員）　

・委員指名については十分に議論したうえで行っている。・委員指名については十分に議論したうえで行っている。

・新年度予算を決めるためにも議長が議事進行すべき・新年度予算を決めるためにも議長が議事進行すべき

○賛成討論（原議員・沼里議員・大平議員・○賛成討論（原議員・沼里議員・大平議員・𠮷川議員）川議員）

・議長による適正な議会運営は不可能・議長による適正な議会運営は不可能

・正しい手順を踏まず一方的に指名している・正しい手順を踏まず一方的に指名している

副議長に対する不信任動議　提出者　副議長に対する不信任動議　提出者　𠮷川 俊議員川 俊議員

提案理由　議会の混乱を解決するための責務を怠ったため提案理由　議会の混乱を解決するための責務を怠ったため

○反対討論（粟飯原議員・小沼議員）　○反対討論（粟飯原議員・小沼議員）　

・議長とともに公正に議事運営を行っている・議長とともに公正に議事運営を行っている

・正当な議長采配を副議長として支えている・正当な議長采配を副議長として支えている

○賛成討論（○賛成討論（原議員・笠間議員・沼里議員・薄井議員・今泉議員・大平議員原議員・笠間議員・沼里議員・薄井議員・今泉議員・大平議員）

・委員指名について偏った行動をとっている。・委員指名について偏った行動をとっている。

・議長の誤った行動を正す役割を果たしていない・議長の誤った行動を正す役割を果たしていない

労働者保護ルール改悪反対を求める意見書を提出労働者保護ルール改悪反対を求める意見書を提出
　わが国は、労働者の約９割が雇用関係の下で働く「雇用社会」であり、雇用労働者が安定的な雇用
と公正な処遇の下で働ける環境づくりが、日本経済・社会の持続的な成長のために必要です。
　現在「成長戦略」の名の下に、労働者保護ルールの後退が懸念される議論がなされています。働く
者の犠牲の上に成長戦略を描くことは決して許されることではない。　こうした現状に鑑み、政府に
対して下記の事項を強く要望する。
１．「解雇の金銭解決制度」、解雇しやすい正社員を増やす懸念のある「限定正社員」制度の普及、長

時間労働を誘発する恐れのある「ホワイトカラー・イグゼンプション」の導入などは行うべきで
はないこと。

２．低賃金や低処遇のままの派遣労働の拡大につながりかねない法改正ではなく、派遣労働者のより
安定した直接雇用への誘導と処遇改善に向けた法改正を行うべきこと。

３．雇用・労働政策に係る議論はＩＬＯの三者構成主義に則って、労働者代表委員、使用者代表委員、
公益委員で構成される労働政策審議会で行われるべきであること。

提出先　衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・厚生労働大臣・経済再生担当大臣・内閣府特命担当大臣

議員名 採 決 議員名 採 決

賛成８・反対９

議員名 採 決 議員名 採 決

議員名 採 決 議員名 採 決

後藤　博子

村山　正光

原　　浩道

田崎　　清

沼里真一郎

笠間　丈夫

𠮷川　　俊
橋本きくい

柚木　　巖

後藤　博子
村山　正光
原　　浩道
田崎　　清
沼里真一郎
笠間　丈夫
𠮷川　　俊
橋本きくい

後藤　博子
村山　正光
原　　浩道
田崎　　清
沼里真一郎
笠間　丈夫
𠮷川　　俊
橋本きくい

大平　幸一
内田　正一
薄井　征記
今泉　利拓
小沼　英明
藤崎　忠徳
杉本　俊一
粟飯原治雄

大平　幸一
内田　正一
薄井　征記
今泉　利拓
小沼　英明
藤崎　忠徳
杉本　俊一
粟飯原治雄

大平　幸一

内田　正一

薄井　征記

今泉　利拓

小沼　英明

藤崎　忠徳

杉本　俊一

粟飯原治雄

反 対

反 対

賛 成

反 対

賛 成

賛 成

賛 成

反 対

反 対

反 対
反 対
賛 成
反 対
賛 成
賛 成
賛 成
反 対

反 対
反 対
賛 成
反 対
賛 成
賛 成
賛 成
反 対

賛 成
反 対
賛 成
賛 成
反 対
賛 成
反 対
反 対

賛 成
反 対
賛 成
賛 成
反 対
賛 成
反 対
反 対

賛 成

反 対

賛 成

賛 成

反 対

賛 成

反 対

反 対

◎議長・副議長に対する不信任動議を否決

◎常任委員の選任に関する動議を否決

※根本議長は除斥
　賛成８・反対８の同数のため柚木副議長が否決

※柚木副議長は除斥
　賛成８・反対８の同数のため根本議長が否決
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関
係
議
員

12
日　

水
郷
美
術
展
覧
会　
　
　
　
　
　
　

議
長

13
〜
14
日　

潮
来
市
議
会
臨
時
会

18
日  

議
会
運
営
委
員
会　
　
　
　
　
　

 

19
日　

潮
来
市
悠
々
塾
閉
講
式　
　
　
　
　

議
長

20
日　

総
務
委
員
会
協
議
会

20
日　

買
っ
て
も
ら
え
る
米
づ
く
り
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
長

21
日　

環
境
経
済
建
設
委
員
会
協
議
会　
　

21
日　

潮
来
市
大
規
模
稲
作
研
究
会　

関
係
議
員   

21
日　

教
育
福
祉
委
員
会
協
議
会　
　

25
日　

全
員
協
議
会

26
日　

鹿
行
広
域
事
務
組
合　
　
　
　

関
係
議
員

27
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

３　

月

４
日　

議
会
定
例
会
初
日

６
日　

潮
来
市
民
ゴ
ル
フ
大
会　
　
　
　
　

議
長

10
日　

日
の
出
液
状
化
対
策
工
事
祈
願
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

12
日　

市
立
中
学
校
卒
業
式　
　
　
　

関
係
議
員

12
日　

議
会
定
例
会
２
日
目

13
日　

総
務
委
員
会

13
日　

環
境
経
済
建
設
委
員
会

14
日　

教
育
福
祉
委
員
会

16
日　

前
川
運
動
公
園
竣
工
式
記
念
式
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

16
日　

潮
来
ば
や
し
保
存
会
５
０
周
年
記
念
式
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
長

18
日　

議
会
定
例
会
一
般
質
問　

19
日　

議
会
定
例
会
一
般
質
問　

          

19
日　

全
員
協
議
会

20
日　

市
立
小
学
校
卒
業
式  　
　

20
日　

議
会
定
例
会
最
終
日

25
日　

潮
来
市
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き

　議会最終日に、笠間丈夫議員に対する懲罰動議が提出されたため、条例により委員６人からなる懲罰
特別委員会が設置されました。閉会中の継続審査とし、６月定例会で報告します。
懲罰特別委員会　委員長　粟飯原治雄　　副委員長　今泉　利拓
　　　　　　　　委　員　杉本　俊一・小沼　英明・柚木　　巖・田崎　　清

懲罰動議提出者　　内田　正一 議員・田崎　　清 議員・後藤　博子 議員
懲罰動議の理由　
　笠間丈夫議員は、平成26年３月19日本会議の吉川俊議員の市政一般に関する通告質問の際、執行部
の答弁中に自席の氏名標を倒すなどして大きな音をたて、さらには無礼の言葉を吐きながら退場し、
その後何の連絡もなく会議を欠席した。
　これらは、議会の秩序を乱し、議会の信用を著しく失墜させる行為であり、品位を重んじなければ
ならない議員として決して許されるものではありません。
　よって、地方自治法第１３４条の規定により笠間丈夫議員に対して懲罰を科すよう求めます。

○地方自治法
　第１３２条　普通地方公共団体の議会の会議又は委員会においては、議員は、無礼の言葉を使用し、

又は他人の私生活にわたる言論をしてはならない。
　第１３４条　普通地方公共団体の議会は、この法律並びに会議規則及び委員会に関する条例に違反し

た議員に対し、議決により懲罰を科することができる。
○潮来市議会会議規則
　第１５１条　議員は，議会の品位を重んじなければならない。
　第１５３条　何人も，会議中は，みだりに発言し，騒ぎ，その他議事の妨害となる言動をしてはなら

ない。
　第１５４条　議員は，会議中は，みだりにその席を離れてはならない。

懲罰特別委員会を設置懲罰特別委員会を設置
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質問者　田崎　　清 議員一般質問一般質問

　竣工式典を行った前川運動公園の利用状況、

利用料の減免措置の考えを伺う。

中央公民館長

　前川運動公園の利用状況は、26年１月現在

で延べ4,192人です。通常は利用される方にご負担いた

だくという施設ですが、使用目的に応じて減免規定も

あります。今後、市民のみなさんに説明しながら身近

に運動機会が提供できるよう尽力してまいります。

　

旧
市
営
あ
や
め
駐
車
場

へ
の
飲
食
店
の
誘
致
、
ま

た
牛
堀
公
民
館
付
近
の
企
業
誘
致
に

よ
る
市
有
地
売
却
に
つ
い
て
新
聞
チ

ラ
シ
が
市
民
に
配
ら
れ
た
が
、
こ
の

チ
ラ
シ
に
関
し
て
の
市
の
考
え
を
伺

う
。

企
業
誘
致
推
進
室
長

　

チ
ラ
シ
の
内
容
に
つ
い

て
は
真
実
と
違
う
こ
と
も
書
か
れ
て

い
ま
す
。
旧
市
営
あ
や
め
駐
車
場
へ

の
飲
食
店
の
誘
致
に
関
し
て
、
７
月

17
日
に
市
役
所
で
関
係
者
へ
説
明
し

た
際
、
地
元
商
店
会
の
方
か
ら
は
反

対
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
商

工
会
、
観
光
協
会
の
役
員
の
方
か
ら

は
、
地
域
振
興
や
活
性
化
の
た
め
好

意
的
に
受
け
と
め
る
と
い
う
意
見
も

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
飲
食
店
撤
退

の
要
因
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の

議
会
で
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
チ
ラ
シ
で
は
、
反
対
意
見
の
み

の
記
述
で
、
地
元
商
店
会
の
方
以
外

の
方
々
か
ら
は
、
賛
成
の
意
見
を
い

た
だ
い
た
事
実
、
飲
食
店
の
出
店
に

好
意
的
な
意
見
が
出
て
い
た
事
実
等

を
正
確
に
書
い
て
い
た
だ
き
た
か
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

総
務
課
長

　

牛
堀
地
区
の
市
有
地
売

却
に
つ
い
て
、
チ
ラ
シ
に
あ
る
坪
当

た
り
単
価
３
万
１
６
０
円
と
い
う
の

は
、
茨
城
県
が
発
表
し
て
い
る
調
査

地
価
で
あ
り
、
取
引
価
格
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
売
却
し
た
土
地
は
、
旧
牛

堀
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
使
用
し
て

い
た
土
地
で
、
地
面
も
波
打
ち
、
雑

草
が
生
い
茂
っ
た
状
態
で
の
売
却
価

格
が
坪
当
た
り
１
万
８
９
０
円
で

す
。
売
却
相
手
方
は
、
土
地
代

１
３
０
０
万
円
に
加
え
、
草
刈
り
、

地
盤
改
良
、
造
成
等
で
１
７
０
０
万

円
ほ
ど
か
け
て
お
り
、
用
地
取
得
と

し
て
は
３
０
０
０
万
円
か
か
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。
相
手
方
が
更
地

化
を
行
っ
た
た
め
１
３
０
０
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
チ
ラ
シ
で
は
、
市
が

不
当
に
安
く
市
有
地
を
売
却
し
た
と

表
現
さ
れ
て
お
り
、
国
家
資
格
で
あ

る
不
動
産
鑑
定
士
の
信
頼
を
著
し
く

損
な
う
も
の
で
、
法
律
を
も
否
定
す

る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

Ｑ３
． 

企
業
誘
致
に
つ
い
て
の
新
聞
チ
ラ
シ

に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
復
旧
事
業
の
進
捗

状
況
を
伺
う
。

道
路
建
設
課
長

　

日
の
出
地
区
の
街
路
区
道
路
の
災

害
復
旧
工
事
は
、
一
丁
目
か
ら
八
丁
目
ま
で

８
工
区
で
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
三
丁
目
と

六
丁
目
に
つ
い
て
は
、
３
月
で
完
了
す
る
予

定
で
す
が
、
残
り
の
６
工
区
は
平
成
26
年
度

に
繰
り
越
す
予
定
で
す
。
ま
た
、
日
の
出
地

区
幹
線
道
路
の
復
旧
工
事
は
、
平
成
28
年
３

月
ま
で
の
完
了
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

上
下
水
道
課
長

　

水
道
排
水
管
の
復
旧
工
事
は
、
全

体
の
95
％
が
完
了
し
て
お
り
、
下
水
道
の
復

旧
工
事
は
96
％
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

工
事
に
際
し
て
の
、
子
ど
も
た
ち

へ
の
安
全
対
策
を
伺
う
。

道
路
建
設
課
長

　

日
の
出
小
学
校
に
は
工
事
予
定
表

を
配
布
し
保
護
者
や
先
生
方
に
は
交
通
安
全

指
導
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
も

小
中
学
校
と
連
絡
し
て
子
供
た
ち
の
安
全
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ１
． 

震
災
復
旧
、
復
興

に
つ
い
て

質問

答

質
問答

答

Ｑ２．運動施設の利用状況について

答答 答 質
問

質
問
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一
般
質
問

Ｑ１． 男女共同参画推進委員会について

　合併後、潮来市となり男女共同参画推進

委員会も設置され、６回の女性議会が行わ

れました。若い女性の発言が見事でした。これま

で４名の女性議員が出ております。ことしは10周

年記念事業として、多くの女性や男性も混じり、

大いに議論したいと思っています。女性農業委員

も２人になりましたので、女性の農漁村男女共同

参画推進委員会をつくって、他の市に先駆けやっ

てみたいと思います。現在の潮来市は、女性の進

出もすばらしく、楽しみながら働いている人が多

いようです。今後の男女共同参画推進について市

の考えを伺う。

総務課長

　潮来市の女性の進出も大変すばらしいも

ので、市民の皆様の知識や経験などを生かした市

民協働によるまちづくりを進めることが重要で

す。男女共同参画の推進には、女性も男性も一人

一人があらゆる分野で個性と能力を十分に発揮

し、女性の声を地域に

反映させる取り組みが

重要であると考えてい

ます。10周年記念事業

として、多くの方々が

参加できる意義ある事

業となるよう、積極的

に支援していきたいと

考えています。

質問

答

質問者　橋本きくい 議員

　

私
ど
も
は
、
日
の
出
２
０
０
町

歩
の
埋
め
立
て
の
事
業
後
の
完
成

後
、
１
坪
運
動
と
し
て
、
１
反
歩
１
坪
出
し

て
い
た
だ
い
て
２
万
坪
の
土
地
を
寄
付
し
、

寺
の
事
業
費
も
出
し
ま
し
た
。
薬
師
寺
の
住

職
の
温
か
い
指
導
で
、
寺
の
開
眼
に
こ
ぎ
つ

け
ま
し
た
。
あ
く
ま
で
薬
師
寺
の
分
院
で

あ
っ
て
も
、
中
身
は
母
と
子
を
守
ら
せ
た
ま

え
と
、
自
分
を
産
ん
で
く
れ
た
母
の
願
い
に

感
謝
を
含
め
た
思
い
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。

　

そ
し
て
10
年
前
に
、
薬
師
寺
の
規
約
に
な

い
祭
事
を
し
て
い
る
と
憤
慨
さ
れ
、
植
木
や

灯
籠
等
を
震
災
前
に
全
部
壊
し
、
氏
神
様
と

し
て
祭
っ
て
あ
っ
た
稲
荷
様
、
そ
れ
か
ら
鹿

島
様
、
誰
に
も
相
談
な
く
利
根
川
に
流
し

て
、
ま
た
鹿
島
神
社
の
分
社
を
日
の
出
に
つ

く
り
、
平
成
24
年
か
ら
祭
り
を
や
っ
て
い
る

の
で
す
。
私
ど
も
は
、
薬
師
寺
に
土
地
や
寺

の
全
て
を
依
頼
し
た
こ
と
は
な
く
、ま
こ
と

に
遺
憾
に
思
い
ま
す
。

　

私
も
責
任
者
の
一
人
で
す
が
、
現
在
、
裁

判
を
通
し
て
正
そ
う
と
思
い
ま
す
。
薬
師
寺

に
も
通
達
い
た
し
ま
し
て
、
話
し
合
い
の
場

を
持
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
と
言
っ
て
も
、
関

係
あ
り
ま
せ
ん
と
い
う
答
え
で
あ
り
ま
し

た
。

　

社
会
教
化
運
動
の
薬
師
寺
の
や
り
方
に
対

し
て
、
体
を
張
っ
て
闘
う
つ
も
り
で
す
。
潮

来
の
今
日
の
繁
栄
は
、
橋
本
登
美
三
郎
代
議

士
が
い
た
か
ら
今
日
が
あ
る
の
で
、
文
句
を

言
う
人
は
い
ま
せ
ん
。
政
治
家
が
つ
く
っ
た

寺
な
ど
で
、
法
力
に
つ
い
て
私
は
言
う
つ
も

り
は
な
い
の
で
す
。
ど
う
ぞ
、
市
の
ほ
う
で

も
い
い
考
え
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

副
市
長

　

議
員
に
お
か
れ
て
は
、
日
ご
ろ

慈
母
観
音
を
大
切
に
さ
れ
、
そ
の
態
度
に
対

し
ま
し
て
は
、
大
変
敬
意
を
表
す
る
も
の
で

す
。
故
橋
本
登
美
三
郎
先
生
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
潮
来
町
長
を
務
め
ら
れ
、
国
政
に
お

い
て
は
、
内
閣
官
房
長
官
、
運
輸
大
臣
、
建

設
大
臣
等
、
政
府
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
て
お

り
、
橋
本
登
美
三
郎
先
生
が
お
ら
れ
な
け
れ

ば
、
こ
の
鹿
行
地
域
、
茨
城
県
の
発
展
は
な

か
っ
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問

答

Ｑ２
． 

慈
母
観
音
様
に
つ
い
て
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質問者　後藤　博子 議員

　十四番地区上水道の現在の給水状況を伺う。

上下水道課長

　田の森浄水場から日の出、十番地区を経由

し、十四番地区へ給水しています。十四番地区の22軒

に給水を行っています。

　耐震性貯水槽の容量はどれぐらいの人数を想

定し、何日分の備蓄を考えているのか伺う。

総務課長

　香取市との共同整備により事業費の大幅な削減が図

れます。両地区で、３８世帯１２７人となり、３日間

の飲料水確保には、約1.2トンの水が必要となります。

容量５トンの整備を行うことにより、十分な水の確保

ができます。

　十四番地区の耐震性貯水槽の今後の計画と完

成予定時期を伺う。

総務課長

　十四番地区の集会所敷地内に設置予定で、で

きるだけ早い時期の完成を目指していきます。

Ｑ２． 耐震性貯水槽について

　

幹
線
道
路
と
十
番
ポ
ン
プ

場
に
つ
い
て
伺
う
。

道
路
建
設
課
長

　

現
在
は
雨
水
幹
線
排
水
路

を
車
道
に
敷
設
す
る
工
事
を
行
っ
て

お
り
、
２
７
０
０
ｍ
の
う
ち
８
８
０

ｍ
が
完
成
し
て
い
ま
す
。
電
線
地
中

化
工
事
に
つ
い
て
は
平
成
26
年
度

早
々
に
発
注
し
、
こ
れ
ら
の
工
事

は
、
平
成
28
年
３
月
の
完
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

上
下
水
道
課
長

　

十
番
ポ
ン
プ
場
は
、
液
状

化
対
策
と
な
る
地
下
水
低
下
、
雨
水

排
水
を
兼
ね
備
え
た
施
設
で
す
。

　

工
事
総
額
は
概
算
で
約
19
億
円
、

平
成
28
年
３
月
末
完
成
予
定
で
す
。

答

Ｑ１
． 

日
の
出
地
区

の
道
路
復
旧
・

復
興
工
事
と

液
状
化
対
策

に
つ
い
て

質問

答 質
問

質問

答

答

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
計
画
の

概
要
及
び
進
捗
状
況
を
伺
う
。

市
民
福
祉
課
長

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
新
制

度
が
平
成
27
年
４
月
施
行
の
予
定
で
す
。
質

の
高
い
幼
児
期
の
学
校
教
育
と
保
育
の
総
合

的
な
提
供
。
保
育
の
量
的
拡
大
、
確
保
、
教

育
、
保
育
の
質
的
改
善
等
が
大
き
な
目
的
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
立
保
育
園
、
認
可
保
育
園
、

公
立
幼
稚
園
、
私
立
幼
稚
園
と
そ

れ
ぞ
れ
の
現
状
と
今
後
の
具
体
的
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
福
祉
課
長

　

市
内
で
は
、
公
立
幼
稚
園
が
２

園
、
公
立
保
育
園
が
１
園
、
認
可
保
育
所
が

５
園
、
認
定
こ
ど
も
園
が
３
園
で
す
。

　

全
施
設
で
は
８
３
４
名
を
受
け
入
れ
て
い

ま
す
。
潮
来
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
に
沿
っ
て
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。　

不
妊
治
療
に
対
す
る
助
成
事
業

に
つ
い
て
、
国
・
県
の
動
向
と
、

潮
来
市
の
不
妊
治
療
者
の
現
状
や
助
成
制
度

の
概
要
を
伺
う
。

か
す
み
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
長

　

市
で
は
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

と
し
て
、
体
外
受
精
及
び
顕
微
授
精
に
つ
い

て
、
治
療
費
の
一
部
を
助
成
い
た
し
ま
す
。

市
に
は
、
県
の
助
成
を
受
け
て
治
療
を
さ
れ

て
い
る
方
が
現
在
17
名
お
り
ま
す
。
今
後
も

国
の
動
向
に
注
視
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。　

不
妊
の
原
因
は
男
女
と
も
に

存
在
し
ま
す
が
、
女
性
の
場
合

は
不
妊
治
療
に
よ
る
身
体
的
負
担
は
大
き

く
、
何
ら
か
の
病
名
が
つ
い
た
場
合
に
お
い

て
の
個
別
の
措
置
に
対
し
ま
し
て
健
康
保
険

が
適
用
さ
れ
ま
す
が
、
人
工
授
精
、
体
外
受

精
な
ど
に
は
保
険
は
適
用
さ
れ
な
い
な
ど
の

経
過
が
あ
り
ま
す
。
当
市
に
お
い
て
現
在
待

機
児
童
は
な
い
と
伺
い
ま
し
た
。
児
童
マ
ル

福
対
象
者
を
入
院
か
ら
通
院
ま
で
、
中
学
３

年
生
を
対
象
に
無
料
化
し
、
ま
た
今
回
、
市

で
の
不
妊
治
療
助
成
事
業
に
よ
り
、
20
代
、

30
代
な
ど
多
く
の
ご
家
庭
の
安
心
し
た
定
住

促
進
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
こ

で
周
知
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

か
す
み
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
長

　

不
妊
治
療
を
迷
っ
て
い
る
方
に

い
ち
早
く
情
報
を
届
け
る
た
め
に
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
な
ど
で
広
く
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
ま
た
、
医
療

機
関
か
ら
も
周
知

し
て
い
た
だ
く
よ

う
に
お
願
し
て
い

き
ま
す
。

質問

答

Ｑ３
． 

子
育
て
支
援
事
業
に
つ
い
て

質
問答質

問答質
問答

そ
の
他
の
質
問

　

◎ 

健
康
都
市
宣
言
に
つ
い
て

答
再
質
問
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一
般
質
問

質問者　今泉　利拓 議員

Ｑ２
． 

市
の
管
理
す
る
公
園
へ

の
遊
具
設
置
に
つ
い
て

　

延
方
駅
の
近
く
に
２
つ
の
児
童
公
園
が
あ
り

ま
す
が
、
子
供
の
姿
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な

い
。
遊
ぶ
も
の
が
な
い
か
ら
来
よ
う
が
な
い
。
子
供
に

夢
を
与
え
る
と
い
う
意
味
か
ら
も
、
遊
具
の
設
置
は
必

要
と
考
え
る
が
、
市
内
の
ど
の
あ
た
り
の
公
園
に
遊
具

の
設
置
を
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

都
市
計
画
課
長

　

市
内
公
園
に
遊
具
の
設
置
は
現
在
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。
公
園
の
遊
具
は
、
管
理
上
の
問
題
が
あ
り

老
朽
化
や
危
険
性
の
あ
る
も
の
を
撤
去
し
て
い
く
の
が

現
状
で
す
。

　

設
置
す
る
と
な
れ
ば
、
安
全
性
や
子
供
の
数
、
要
望

等
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ１． 延方新宮、水原地区の公共下水道整備事業について

質問者　今泉　利拓 議員

　震災後平成25年12月18日までの３年間でＭ

建設株式会社は20億2,220万円もとってい

る。潮来市内に本社がある４社については受注額ゼ

ロ。ものすごい差があるが、この状況を市長はどう

考えているか伺う。

総務課長

　入札につきましては、地方自治法及び潮来市

の財務規則等の法令に基づきまして執行しており、　

入札結果については、市が意見を言うべきものでない

と考えています。

　市がランクづけをするに当たっては、下請け

で工事した金額は、ランクづけの条件には入ら

ない。下請けでやった受注額もランクづけのときの参

考にすべきだと思うが、市の考えを伺う。

建設部長

　業者のランクづけについては、元請け業者が

責任を持って市と契約して終了後に完成検査します

が、下請け業者に対しては検査しません。それは元請

け業者の責任ですので、下請け業者に対しての適正な

評価、受注金額などは掌握しておりません。市として

は元請け業者について評定をしていくということにな

ります。

　日の出の災害復旧工

事についてはランクの

高い業者に発注を指名

させていただいていま

すが、市の道路舗装等

はできる限り地元の施

工業者の方に、事業

費、工事費に応じて指

名させていただき、そ

の中で競争入札が行わ

れることとなります。

Ｑ４． 平成23年東日本大震災後の発注工事、潮来市建設業
組合加入業者の受注状況について

質問

答

質
問答

　都市計画の決定、事業認可はその後どうなっ

ているか、今後のスケジュールを伺う。

上下水道課長

　新宮・水原地区の事業認可につきまして

は、現在順調に進んでいます。本年２月に都市計画

決定しました。今後のスケジュールは、まず実施設

計を発注していく予定です。

質問

答

質問

答

Ｑ３
． 

高
齢
交
通
弱
者
へ
の
支

援
、
タ
ク
シ
ー
初
乗
り

料
金
助
成
金
の
交
付
に

つ
い
て

　

潮
来
市
で
制
度
を
導
入
す
る
計
画
は
な
い
の

か
伺
う
。

秘
書
政
策
課
長

　

現
時
点
で
導
入
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
齢

者
等
の
外
出
を
支
援
す
る
た
め
、
持
続
性
の
あ
る
新
た

な
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
研
究
し
て
ま

い
り
ま
す
。

質
問

答
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質問者　大平　幸一 議員

　10月16日の台風26号時、前川の水位が1.55m

になった時間を伺う。　　

総務課長

　茨城県が公表しているデータによると、16

日の午前５時30分に1.57mを記録しいます。

　緊急時の対応マニュアルの進捗について伺

う。　

総務課長

　台風での経験、教訓を踏まえて、被害の防

止、軽減を図ることを目的とした、事前行動計画を作

成しました。

　市が霞ケ浦河川事務所に４点ほど要望した

が、その結果について伺う。

総務課長

　市長からの要望に対しては、河川事務所で対

応していただきました。

　雨量計はどこに設置してあるのか伺う。

総務課長

　霞ケ浦河川事務所と潮来土木事務所に設置し

てあり、そのデータをいただいています。

　

香
取
市
と
の
連
携
に
よ
り
設
置
す
る
そ
う
だ

が
、
管
理
は
ど
ち
ら
が
行
う
の
か
。

総
務
課
長

　

維
持
管
理
は
潮
来
市
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

緊
急
時
の
地
元
の
人
の
対
応
に
つ
い
て
市
の
考

え
を
伺
う
。

総
務
課
長　

　

地
元
の
方
、
消
防
団
、
役
員
さ
ん
を
集
め
ま
し

て
、
飲
料
水
、
防
火
水
槽
と
し
て
の
利
用
方
法
等
を
訓
練

の
中
で
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ３
． 

十
四
番
地
区
の
飲
料
水
兼

耐
震
性
貯
水
槽
に
つ
い
て

　

横
須
賀
、
西
町
、
国
道
51
号
の
土
砂
崩
れ
対
策
の
進

捗
状
況
を
伺
う
。

道
路
建
設
課
長

　

道
路
管
理
者
の
常
陸
河
川
国
道
事
務
所
に
よ
る
と
、

応
急
復
旧
に
よ
り
全
面
交
通
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
本
復

旧
工
事
の
詳
細
設
計
を
し
て
い
ま
す
。
設
計
完
了
後
に
地
元
説

明
、
工
事
着
手
の
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
じ
場
所
の
道
路
の
両
サ
イ
ド
に
あ
る
Ｕ
字
溝
を
深

く
す
る
提
案
を
し
た
が
、そ
の
後
の
進
捗
を
伺
う
。

道
路
建
設
課
長

　

国
道
51
号
下
に
は
住
宅
も
あ
り
、
再
び
の
り
面
が
崩

壊
し
な
い
よ
う
雨
水
排
水
の
処
理
に
つ
い
て
国
交
省
と
協
議
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

土
砂
崩
れ
が
あ
っ
た
古
宿
地
区
か
ら
要
望
書
が
提
出

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
進
捗
状
況
を
伺
う
。

道
路
建
設
課
長

　

市
道
の
排
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
道
路
状
況
を
確
認

の
上
、
調
査
検
討
し
て
い
ま
す
。

建
設
部
長

　

今
回
の
台
風
災
害
に
つ
い
て
、
市
で
全
て
や
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
状
況
を
精
査
し

な
が
ら
総
合
的
な
判
断
の
中
で
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

市
長

　

市
内
の
多
く
の
場
所
が

被
災
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
優
先

順
位
を
決
め
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
す
の
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

Ｑ１
． 

台
風
26
号
の
そ
の
後
の
対
応

に
つ
い
て

質
問答

質問 質問

質問

答 答

答

答

質
問

質
問

質
問 答答答

質
問

質
問 答答答答

Ｑ4
．
防
災
に
つ
い
て

　

障
が
い
を
持
っ
た
方
の
専
門
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
つ
い
て
の
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

市
民
福
祉
課
長

　

専
門
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
現
在
本
市
に
は

あ
り
ま
せ
ん
。
法
律
の
改
正
に
あ
わ
せ
て
、
先
進
自
治
体

の
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
行
動
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策

定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
迅
速
な
避
難
の
確

保
の
た
め
に
、
区
長
さ
ん
、
民
生
委
員
さ
ん
、
自
主
防
災

組
織
の
皆
さ
ん
と
情
報
交
換
な
ど
連
携
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

　

◎
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て

　

◎
企
業
誘
致
に
つ
い
て

Ｑ２．前川排水機場について

質問
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一
般
質
問

質問者　村山　正光 議員

Ｑ１． 特定健診と健康づくり事業について
　市長は、「健康は財産である」と言っており、

健診受診を強く勧めています。

受診率向上を図るため、医療機関での健診料の無料化

が予定されているが、その事業内容を伺う。

保険年金課長

　これまで医療機関で特定健診を受診する際に

は、500円の自己負担が必要でしたが、平成26年度か

ら医療機関での健診料を無料化します。医療機関でも

受診を促しやすくなり、受診率向上につながるものと

考えています。

　地域資源を活用した「メタボ対策健康事

業」が計画されているが、内容と効果につい

て伺う。

かすみ保健福祉センター長

　平成26年度は健康業界でも有名な業者と共

同で、メタボ対策事業を実施します。参加者に歩数計

を配り、日常のウォーキング等運動に取り組んでいた

だき、定期的に血圧計等の測定や健康面接を行います。

さらに食事面の改善にも取り組み、参加者全員が健康

的にダイエットに成功するものと期待しています。

　

市
で
も
介
護
保
険
の
利
用
者
は
年
々
増
加

し
て
い
る
状
況
と
考
え
ま
す
。
今
後
希
望
し

た
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
な
か
な
か
受
け
ら
れ
な

く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
ま

す
。

　

潮
来
市
の
介
護
認
定
状
況
及
び

介
護
予
防
事
業
の
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

保
険
年
金
課
長

　

平
成
25
年
３
月
末
で
、
65
歳
以

上
の
第
１
号
被
保
険
者
は
７
５
７
０
人
。
そ

の
う
ち
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
数
が

１
１
１
２
人
で
、
65
歳
以
上
の
７
人
に
１
人

が
要
支
援
・
要
介
護
を
認
定
し
て
い
る
状
況

で
す
。

　

今
後
は
よ
り
多
く
の
方
々
に
介
護
予
防
事

業
に
参
加
い
た
だ
き
、
介
護
状
態
に
な
り
に

く
い
体
づ
く
り
や
生
活
習
慣
な
ど
を
身
に
つ

け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
事
業
の

周
知
徹
底
や
参
加
し
や
す
い
工
夫
、
参
加
し

た
く
な
る
よ
う
な
事
業
を
検
討
し
ま
す
。

Ｑ２
． 

潮
来
市
の
介
護
保

険
の
現
状
と
介
護

予
防
事
業
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

　結婚対策事業について、これまで

の婚活イベントの成果と今後の取り

組みを伺う。

市民福祉課長

　結婚対策イベント事業は、平成７

年から実施しており、延べ1,098名が参加

し、結婚まで至ったカップルが７組で、実

際にはそれ以上の成婚者がいらっしゃると

思います。

　現在138名の登録があり、各イベントにつ

いて情報提供を行います。また結婚相談員

を増員し、登録者にお見合いのあっせんを

していきたいと思います。平成26年度は大

幅に予算を増額して実施していきます。

Ｑ３． 結婚対策事業に
ついて

質
問答

　

ア
イ
バ
ン
ク
は
全
国
各

地
に
設
立
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
現
在
の
潮
来
市
で
の
献
眼
登

録
者
は
何
人
ぐ
ら
い
い
る
の
か
。

ま
た
潮
来
市
の
取
り
組
み
状
況
を

伺
う
。

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
長

　

茨
城
県
ア
イ
バ
ン
ク
に

よ
る
と
、
過
去
30
年
間
で
、
登
録

者
は
県
内
４
万
７
５
８
２
名
、
う

ち
潮
来
市
民
は
２
８
１
名
で
す
。

角
膜
提
供
者
は
、
県
で
５
１
３

名
、
市
民
は
２
名
で
す
。
角
膜
移

植
希
望
者
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
登
録

し
て
い
あ
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

近
視
や
老
眼
、
疾
患
の
あ
る
方

も
登
録
提
供
で
き
、
年
齢
制
限
も

あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
茨
城
県
ア

イ
バ
ン
ク
と
連
携
し
な
が
ら
広
報

等
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

Ｑ４
． 

ア
イ
バ
ン
ク(

献
眼
登
録)

に
つ
い
て

質
問答

質問

答

質問 質問

答

答
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　市が健康をテーマに掲げてから筋目となる５

年が経過したが、医療費等の成果について伺う。

保険年金課長

　医療費の成果については、社会保険を含めた

市民全体の医療費の状況を把握することはできません。

　国民健康保険特別会計において、現歳入で保

険給付費等を支えることができず、一般会計よ

り２億2,600万円を財源対策として繰り出す結果となり

ましたとあるが、保険税についての考えを伺う。

保険年金課長

　被保険者の現状や国保制度の改正もあり、国

の動向を注視しながら、25年度の決算状況を見据えた

上で、国保税の見直しを検討する予定です。

　柗田市長が就任した平成19年度末の基金残高
は１億3,211万9,000円あり、わずか６年間国保の

支払準備基金はほとんど使い尽くした。今回補正予算

で５億978万7,000円という多額の国保被保険者以外の

市民の税金を充当し、26年度国保特別会計において、

財源対策として２億2,641万9,000円、合計で７億3,620万

6,000円という市民の税金を投入する事態になりまし

た。貴重な税金を投入せざるを得ない状況であり、市

民に知らせ、国保財政健全化計画を早急に作成すべき

だと考えるが、市の考えを伺う。

保険年金課長

　財政健全化計画の策定は進めたいと考えてい

ます。策定に当たりましては、25年度の決算状況、国

の動向、消費税の増税もありますので、全て見据えた

上で決めていきたいと考えています。

質問者　原　　浩道 議員
　

平
成
25
年
12
月
18
日
執
行
の
液
状
化
対
策
工
事
に

つ
い
て
は
、
前
日
に
談
合
情
報
が
入
っ
た
こ
と
か

ら
、
潮
来
市
で
は
関
係
業
者
へ
の
事
情
聴
取
を
行
っ

た
経
過
が
あ
る
。

　

市
に
お
い
て
、
電
子
入
札
に
よ
る
一
般
競
争

入
札
制
度
を
導
入
す
る
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

総
務
課
長

　

現
時
点
で
電
子
入
札
に
よ
る
一
般
競
争
入
札

制
度
の
導
入
は
、
費
用
対
効
果
の
観
点
か
ら
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
入
札
に
当
た
り
、
辞
退
者
が
続
出
し
て

お
り
不
自
然
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
入
札
執
行

者
と
し
て
の
見
解
を
伺
う
。

総
務
課
長

　

入
札
辞
退
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
事
業
者

の
自
主
的
な
判
断
に
よ
る
も
の
で
す
。
市
が
、
不
自
然

か
ど
う
か
い
う
立
場
に
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

全
体
の
入
札
・
落
札
率
が
９
７
・
５
３
％
と
、

非
常
に
高
く
不
自
然
で
あ
ろ
う
と
思
う
が
、
入

札
執
行
者
と
し
て
の
見
解
を
伺
う
。

総
務
課
長

　

入
札
結
果
に
対
し
て
市
が
意
見
を
述
べ
る
べ

き
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ１
． 

建
設
工
事
等
に
係
る
入

札
制
度
並
び
に
液
状
化

対
策
工
事
と
安
全
対
策

に
つ
い
て

　災害関連の査定、設計、計画案作成を、中日本建設

コンサルタント㈱が、潮来市より委託されている。

　東日本大震災以降、これまで何件契約さ

れ、何件が随意契約であるか伺う。またこれま

での委託料合計金額を伺う。　

総務課長

　25件契約し、24件が随意契約です。震災以

降これまでの委託料は、15億2,273万4,000円です。　

　中日本建設コンサルタント㈱と随意契約する

理由について伺う。

総務課長

　法令により、緊急の必要により競争入札に付

することができないとき。具体的には災害等客観的理

由により窮迫を要する場合。及び競争入札に付するこ

とが不利と認められるとき。具体的には、現に契約中

の業者に、引き続き施工させた場合、工期の短縮、経

費の節減が確保できる等々、有利と認められるもの、

という規定に基づいて随意契約しています。

Ｑ２． 中日本建設コンサルタントとの随意契約について

Ｑ３．  市長所信要旨について

質問

質
問答質

問
質
問 答答

答

答

答

答

答

質問

質問

質問

質問
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質問者　 川　　俊 議員

　

祇
園
祭
礼
に
伴
う
交
通
事

故
防
止
策
を
、
地
元
大
塚
野

区
と
西
丁
区
の
役
員
、
稲
荷
神
社
の

関
係
者
と
協
議
に
つ
い
て
の
進
捗
状

況
を
伺
う
。

道
路
建
設
課
長

　

稲
荷
山
の
木
の
伐
採
と
い

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
関
係
者

と
引
き
続
き
調
整
中
で
す
。

Ｑ２
． 

潮
来
祇
園
祭
礼

と
交
通
安
全
対

策
に
つ
い
て

Ｑ１． 震災からの復旧・復興について

Ｑ４．潮来市第６次総合計画後期基本計画について

　大震災で液状化が多く発生した地域には地震で液状化しやすい性質の土が多く堆積していて、次の大

地震で再び液状化することが懸念されるため注意が必要だ、とする専門家もいる。日の出地区の液状化

対策は大地震で再発の懸念はないのか伺う。

秘書政策課長

　日の出地区液状化対策事業として、地下水位低下工法を採用し、国費約225億円をかけて事業を進めて

まいります。この工法は兵庫県尼崎市でも実施されており、対策工法を実施してから液状化は発生していませ

ん。日の出地区では１年以上も実証試験でデータを取り最も安全性、有効性、経済性にすぐれた工法であると実

証されておりますが、対策想定震度を超えた場合に対しては液状化しないとは申せません。どの工法でも100％

液状化を防げるとは言えないと考えます。

　市長所信では、日の出地区には総額225億円の復興交付金を活用したとあるが、東日本大震災による潮

来市への復興交付金の合計額を伺う。

人事財政課長

　復興交付金の合計は234億1,028万3,000円です。

　平成25年12月18日執行の液状化対策工事の指名競争入札

において、辞退が多かったが市長の見解と対策を伺う。

総務課長

　入札辞退はあくまで事業者の判断でございます。

　市は潮来市第６次総合計画後期基本計画策定のパブ

リックコメントを実施した。市長の基本的な考えと計

画の特徴を伺う。

秘書政策課長

　後期基本計画につきましては、現在策定中、加除修

正中であり素案の段階ですので、答弁は控えさせていただき

ます。

答

質
問答

その他の質問

　◎学校図書館への新聞配備について

　◎潮来市の所在不明児の実態について

質問

答

　

行
財
政
改
革
と
財
源
の
確

保
は
、
今
年
は
何
を
改
革

し
、
ど
の
よ
う
な
成
果
を
挙
げ
る
の

か
市
長
に
伺
う
。

秘
書
政
策
課
長

　

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

は
、
第
４
次
潮
来
市
行
財
政
改
革
大

綱
に
基
づ
き
実
施
し
ま
す
。
大
綱
で

は
平
成
25
年
か
ら
５
年
間
定
め
て
お

り
、
推
進
事
項
と
し
て
、
事
務
事
業

の
見
直
し
、
財
政
健
全
化
の
推
進
、

定
員
管
理
、
給
与
の
適
正
化
の
推

進
、
効
果
的
な
行
政
運
営
等
で
ご
ざ

い
ま
す
。

Ｑ３
． 

行
財
政
改
革
に

つ
い
て

質
問答

答

答

質問

質問

質問

一
般
質
問
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質問者　沼里真一郎 議員

　

市
長
は
市
政
報
告
会
に
お
い

て
「
台
風
26
号
時
の
朝
８
時
半

に
排
水
機
場
に
行
っ
た
ら
稼
働
し
て
い
な

く
ビ
ッ
ク
リ
し
市
長
が
水
門
を
閉
め
さ
せ

て
ポ
ン
プ
運
転
さ
せ
た
」
旨
の
発
言
を
確

か
に
聞
き
メ
モ
し
て
い
る
が
市
長
要
望
で

稼
働
し
た
の
か
。
12
月
議
会
で
答
弁
無

か
っ
た
が
市
長
は
ポ
ン
プ
運
転
ま
で
ど
う

行
動
し
た
か

市
長

　

市
政
報
告
会
で
、「
水
門
を
閉

め
さ
せ
て
ポ
ン
プ
の
運
転
を
さ
せ
た
」
旨

の
発
言
は
、
私
は
一
切
申
し
て
お
り
ま
せ

ん
。
極
め
て
心
外
で
あ
り
ま
す
。
前
川
排

水
機
場
は
国
の
施
設
で
あ
り
、
市
長
に
命

令
権
は
あ
り
ま
せ
ん
。

総
務
課
長

　

対
策
本
部
を
設
置
し
、
随
時

前
川
や
日
の
出
地
区
の
状
況
を
確
認
し
職

員
へ
対
応
を
指
示
し
て
い
ま
す
。

　

排
水
機
場
操
作
要
領
の
水
位

１
・
８
０
ｍ
で
運
転
開
始
で
は
地

理
的
水
位
差
も
あ
り
初
動
が
遅
れ
た
の
で

は
。
ま
た
浸
水
被
害
を
防
ぐ
為
の
操
作
要

領
中
の
特
例
で
柔
軟
に
操
作
で
き
た
は

ず
。
仮
に
す
ぐ
同
様
の
場
合
に
国
交
省
は

操
作
要
領
特
例
で
柔
軟
操
作
す
る
の
か

総
務
部
長

　

前
川
排
水
施
設
の
操
作
要
領

は
全
国
的
な
基
準
で
す
。
操
作
要
領
を
基

本
と
し
可
能
な
限
り
対
応
す
る
と
い
う
回

答
で
す
。

　

消
防
団
出
動
中
に
雨
上
り
後

の
前
川
急
増
水
で
機
庫
前
の
団

員
の
車
被
害
を
申
請
後
の
12
月
議
会
答
弁

で
被
害
把
握
無
し
は
な
ぜ
か
。
３
月
議
会

に
な
っ
て
か
ら
本
人
へ
接
触
だ
っ
た
。
公

務
中
の
被
災
で
市
補
償
補
助
は
。

総
務
課
長

　

公
務
員
災
害
補
償
制
度
に
は

人
的
被
害
の
補
償
は
あ
る
が
、
個
人
の
車

等
の
所
有
物
に
対
す
る
補
償
が
な
い
た

め
、
申
し
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
が
補
償
出
来

な
い
旨
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

後
明
区
防
災
会
議
質
問
書

（
書
面
中
「
質
問
」）
を
11
月
防

災
訓
練
で
正
式
に
消
防
団
か
ら
提
出
。
３

月
12
日
回
答
は
誠
意
無
い
の
で
は
。
稲
井

川
氾
濫
７
時
頃
に
機
場
運
転
要
望
に
対
し

「
９
時
に
職
員
出
勤
運
転
」
と
。
実
際
に

９
時
運
転
で
初
動
遅
れ
は
。
稲
井
川
氾
濫

を
市
へ
「
担
当
居
な
い
」
と
聞
き
は
後
明

区
長
で
な
く
別
の
人
か
ら
だ
が
な
ぜ
か
。

総
務
課
長

　

質
問
事
項
に
つ
い
て
は
、
改

め
て
区
長
さ
ん
に
質
問
内
容
に
つ
い
て
確

認
さ
せ
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。

　

市
役
所
に
電
話
し
た
と
こ
ろ
、
対
応
し

た
方
は
警
備
員
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
当
日
は
午
前
３
時
30

分
か
ら
市
職
員
が
順
次
出
勤
し
、
市
民
か

ら
の
電
話
対
応
や
市
内
の
被
害
状
況
の
確

認
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

防
災
無
線
で
土
嚢
「
取
り
に

来
て
」「
現
在
配
布
で
き
な
い
」

は
と
し
て
は
ど
う
か

　

大
雨
冠
水
対
策
各
地
区
進
捗
は
。
被
害

補
償
の
市
補
助
、
国
へ
取
り
纏
め
を
。

道
路
建
設
課
長

　

稲
井
川
流
域
に
つ
い
て
は
、

県
で
稲
井
川
の
水
の
流
れ
を
ス
ム
ー
ズ
に

す
る
た
め
に
川
底
の
段
差
解
消
を
現
在
設

計
中
と
い
う
こ
と
で
す
。
潮
来
高
校
下
に

つ
い
て
は
、
東
関
東
自
動
車
道
の
計
画
に

あ
わ
せ
て
排
水
対
策
を
検
討
し
ま
す
。
日

の
出
地
区
に
つ
い
て
は
、
液
状
化
対
策
工

事
で
雨
水
冠
水
排
水
路
を
改
修
し
、
ポ
ン

プ
場
を
整
備
し
ま
す
。

総
務
課
長

　

潮
来
市
と
し
て
の
補
助
、
ま

た
国
に
お
い
て
も
、
補
償
、
補
助
の
制
度

は
残
念
な
が
ら
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

Ｑ１
． 

台

風

26

号

に

つ

い

て

　12月議会最終日議案で入札参加者名を質疑

したが全工事とも辞退説明一切無し。後に辞

退続出知る。答弁に問題無いか

総務課長

　12月の議会で、参加会社数、会社名の質疑

に対しまして、指名業者数、会社名について答弁さ

せていただています。

Ｑ２． 入札辞退と答弁無しに
ついて

質
問答質

問答

質
問答

質問

答

　市内中学校宿泊学習修学旅行に市で日光

江戸村薬師寺を推奨してるのか

教育次長

　日光江戸村へは、市内４校の２学年が

行っており、薬師寺へは市内２校の３学年が行って

います。

Ｑ３． 中学校の修学旅行先に
ついて

質問

答

答

質
問答

質
問答答
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　本会議の様子をインター
ネットでご覧いただけます
（生放送・録画放送）。
　潮来市議会ホームページ
からご覧ください。

編
集
後
記

編
集
後
記

　

桜
の
花
の
季
節
も
終
わ
り
、
ま
も
な
く

水
郷
潮
来
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
の
あ
や
め
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
新
し
い
あ
や
め

娘
も
決
ま
り
、
開
催
に
向
け
て
の
特
訓
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
嫁
入
り
舟
な
ど
、
あ

や
め
園
を
中
心
に
全
国
各
地
か
ら
の
お
客

様
に
水
郷
潮
来
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

市
議
会
も
２
月
か
ら
根
本
議
長
、
柚
木

副
議
長
で
の
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
、
広

報
編
集
委
員
会
も
６
名
で
こ
れ
か
ら
の
２

年
間
を
活
動
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
私
が
委
員
長
と
言
う
大
役
を
受
け
ま

し
た
が
、
委
員
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

何
よ
り
も
市
民
の
皆
様
に
一
人
で
も
多
く

「
議
会
だ
よ
り
」
を
読
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
一
生
懸
命
広
報
紙
づ
く
り
に
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
　
（
村
山
正
光
）

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　

委  

員  

長　
　

村
山　

正
光

　

副
委
員
長　
　

後
藤　

博
子

　

委　
　

員　
　

内
田　

正
一

　
　
　
　
　
　
　

橋
本
き
く
い

　
　
　
　
　
　
　

𠮷
川　
　

俊

　
　
　
　
　
　
　

沼
里
真
一
郎

　

私
は
潮
来
市
職
員
入
庁
前
研
修
で
、
初
め
て
潮
来
市
議
会
を
傍
聴
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
様
々
な
内
容
の
一
般
通
告
質
問
に
つ
い
て
の
議
会
を
傍
聴
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
最
も
関
心
を
持
っ
た
の
は
、
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

の
内
容
で
す
。
ま
ず
、
潮
来
市
は
生
活
習
慣
病
で
の
死
亡
率
が
男
女
と
も
に
高
い
こ

と
に
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
特
定
健
診
受
診
率
や
そ
の
結
果
に
対
し
て

の
指
導
率
を
上
げ
る
た
め
に
、
市
が
様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
い
て
、
年
々
改
善
さ

れ
て
い
る
と
わ
か
る
具
体
的
な
数
字
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

議
会
を
傍
聴
し
て
、
こ
れ
ま
で
自
分
は
感
心
の
あ
る
方
面
か
ら
の
潮
来
市
に
つ
い

て
、
少
な
い
知
識
し
か
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
等
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
に
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
に
比
べ
市
議
会
で
は
、
議
員
の
方
々
が
様
々
な
視
点
か
ら
の
潮
来
市
へ
の

疑
問
を
、
質
問
と
し
て
市
の
代
表
の
方
々
に
投
げ
か
け
て
お
り
、
そ
の
一
つ
一
つ
の

質
問
に
対
し
て
市
の
執
行
部
の
方
々
は
丁
寧
に
回
答
を
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
議

会
の
雰
囲
気
は
と
て
も
緊
張
感
が
あ
り
、
議
員
の
方
々
や
市
の
執
行
部
の
方
々
が
と

て
も
真
剣
に
潮
来
市
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
の
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

人
は
、
一
人
ひ
と
り
考
え
て
い
る
こ
と
が
異
な
り
ま
す
し
、
関
心
を
持
つ
部
分
も

人
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
市
民
の
方
々
の
意
見
を
市
の
行
政
に
反
映
す

る
た
め
に
、
様
々
な
視
点
か
ら
潮
来
市
を
見
つ
め
、
代
表
と
し
て
市
側
に
伝
え
る
議

員
の
方
々
、
そ
し
て
そ
の
要
望
を
共
に
議
論
す
る
市
の
執
行
部
の
方
々
。
よ
り
よ
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
市
議
会
は
と
て
も
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
る
と
感
じ
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
最
も
大
切
な
も
の
は
、
市
民
の
意
見
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
潮
来
市
職
員
と
し
て
働
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
一
人
の
市
民
と
し

て
の
意
識
も
忘
れ
ず
、
常
に
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
な
が
ら
、
日
々
精
進

し
て
い
き
ま
す
。
と
て
も
よ
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

市
民
と
行
政
の
架
け
橋

市
民
と
行
政
の
架
け
橋

箕
輪　

明
日
美

箕
輪　

明
日
美
（
平
成　

年
度
潮
来
市
新
規
採
用
職
員
）

（
平
成　

年
度
潮
来
市
新
規
採
用
職
員
）

議会インターネット放送を議会インターネット放送を
実施しています実施しています

次回定例会は次回定例会は  
６月３日（火）　開会予定６月３日（火）　開会予定ですです

議会傍聴へ議会傍聴へ
　　　お越しください　　　お越しください
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